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序
　
説
　
0
　
は
じ
め
に
　
株
券
の
除
権
判
決
が
あ
っ
た
場
合
に
、
当
該
喪
失
株
券
に
つ
き
善
意
取
得
者
が
あ
る
と
き
は
．
除
権
判
決
雛
矯
得
た
株
券
襲
失
者
レ
弧
善
意
取
各
者
と
の
問
の
権
利
の
優
劣
訟
つ
い
て
困
難
な
閥
題
が
生
ず
る
、
更
に
．
記
名
株
券
の
場
合
に
は
．
名
義
書
換
の
問
題
も
か
ら
み
一
層
複
雑
な
事
態
に
発
展
す
る
。
し
か
し
．
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
．
い
く
つ
か
の
判
例
も
あ
り
．
学
説
に
お
い
て
も
論
じ
尽
さ
れ
た
感
も
あ
る
が
、
最
近
．
こ
れ
が
直
接
間
題
と
な
っ
た
事
件
で
．
東
京
地
方
裁
判
所
と
東
京
高
等
裁
判
所
で
相
反
す
る
判
決
が
な
さ
れ
た
（
後
記
縢
蘭
）
の
を
機
会
に
、
従
来
の
判
例
・
学
説
を
私
の
理
解
の
も
と
に
整
理
し
、
実
務
の
実
態
を
ふ
ま
え
た
上
．
株
券
喪
失
者
と
善
意
取
得
者
だ
け
で
な
く
、
発
行
会
社
の
立
場
も
十
分
考
慮
に
入
れ
て
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
　
⇔
　
実
態
調
査
の
結
果
　
日
曜
縫
を
除
い
て
毎
日
発
行
さ
れ
る
官
報
を
見
る
と
．
ほ
と
ん
ど
ど
の
官
報
に
も
手
形
．
小
切
手
、
株
券
な
ど
の
公
示
催
告
や
除
権
判
決
の
公
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
．
そ
の
公
告
の
な
い
官
報
は
数
え
る
程
し
か
な
い
。
司
法
統
計
年
報
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
二
年
の
一
年
間
に
全
国
の
簡
易
裁
判
所
に
申
立
の
あ
っ
た
公
示
催
告
事
件
は
九
〇
二
四
件
で
、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
多
数
の
事
件
を
取
扱
う
東
京
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
、
昭
和
五
二
年
度
に
申
立
の
あ
っ
た
事
件
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
東京簡易裁判所昭和52年公示催告事件
2，工21件数件玄公完、島・理受
ユ，639件数件事券株
1件下却立申
1件公示催告前取下
1，637件告催示公
三29件公示催告後取下
14件公示催告後一部取下
1件了満止休
1，507件決判権除
株
券
事
件
の
処
理
状
況
註（1）却下の1件は，株券発行証関書を提
　　　出するよう補正命令が出されたが，補
　　　正しないので，申立が却下されたもの
　　　である。
　　（2）一部取下の14件は，公示催告された
　　　株券のうち，その一部について申立を
　　　取下げ，一部については除権判決がな
　　　されたものである。
　　（3）休止満了の王件は，公示催告期日に
　　　申立人が裁判所に出頭せず，その後6
　　　月内に期日指定の申立がないため，除
　　　権判決がなされなかったものである
　　　（民事訴訟法771条参照）。
す
な
わ
ち
、
年
間
一
二
一
二
件
の
公
示
催
告
の
申
立
の
う
ち
、
約
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
一
六
三
九
件
が
株
券
の
公
示
催
告
事
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
示
催
告
後
株
券
が
発
見
さ
れ
た
等
に
よ
り
申
立
が
取
下
げ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
一
五
〇
七
件
に
つ
い
て
は
除
権
判
決
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
示
催
告
後
裁
判
所
に
株
券
を
提
出
し
、
権
利
の
届
出
を
し
た
者
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
な
お
、
株
券
の
事
件
で
は
な
い
が
、
権
利
の
届
出
を
し
た
も
の
が
一
件
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
証
券
の
盗
取
者
が
逮
捕
さ
れ
、
善
意
取
得
者
の
証
券
が
押
収
さ
れ
た
の
で
、
届
出
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
東
洋
法
学
五
九
証券代行各社における事故株の取扱状況
（王）
（2〉
（3〉
（4〉
（5）
株券喪失の屈出のある
株式について名義書換
請求があったときこれ
に応ずるか。
（1〉の場合に喪失届のあ
ることあるいは公承催
告中の旨磨名義書換講
求者に通知するか。
（1）の場合に名義書換を
したことを株券喪失屈
串人に通知するか。
（めの場合に名義書換を
したことを裁判所に通
知するか。
（！／の名義書換をした場
合にその後除権判決に
より株券再発行の講求
があったとき再発行す
るか。
応ずる
1陰社
通知する
　　鴛社
通知する
　　黛祉
通知する
　　　翌社
再発鷲する
　　　3社
拒否する
0社
遜知しない
　　　　○社
通知しない
　　　　0社
通知しない
　　　　7社
再発行しない
　　　　2社
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六
〇
　
次
に
喪
失
株
券
に
対
す
る
発
行
会
社
側
の
応
対
を
調
査
す
る
た
め
、
名
義
書
換
代
理
人
で
あ
る
証
券
代
行
十
二
社
に
ア
ン
ケ
…
ト
調
査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
．
ご
回
答
を
頂
い
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
集
計
す
る
と
次
表
の
と
お
り
と
な
る
。
　
す
な
わ
ち
、
ω
に
つ
い
て
は
各
社
と
も
名
義
書
換
に
応
じ
て
お
り
、
後
記
田
④
の
判
決
も
あ
り
問
題
は
な
い
が
、
名
義
書
換
に
際
し
、
売
買
証
明
書
の
提
出
を
要
求
す
る
も
の
が
二
社
、
公
示
催
告
中
は
権
利
の
届
出
を
条
件
と
す
る
も
の
が
一
社
あ
る
。
　
㈹
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
告
知
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
判
例
・
学
説
の
対
立
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
社
と
も
通
知
し
て
お
り
問
題
は
な
い
。
な
お
、
単
な
る
喪
失
届
で
公
示
催
告
の
申
立
な
き
場
合
は
通
知
し
な
い
と
す
る
も
の
が
一
社
、
喪
失
届
の
受
理
は
公
示
催
告
申
立
を
条
件
と
す
る
も
の
が
一
社
あ
る
。
　
⑥
に
つ
い
て
は
、
各
社
と
も
通
知
し
て
お
り
問
題
は
な
い
。
通
知
と
共
に
積
極
的
に
公
示
催
告
申
立
の
取
下
げ
を
勧
告
あ
る
い
は
要
請
し
、
ま
た
、
取
下
証
明
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
も
あ
る
。
　
㈲
に
つ
い
て
は
、
名
義
書
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
裁
判
所
に
通
知
さ
れ
な
い
の
で
、
申
立
人
が
取
下
を
せ
ず
、
所
持
人
が
権
利
の
届
出
を
し
な
い
限
り
、
除
権
判
決
が
な
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
裁
判
所
は
除
権
判
決
を
な
す
に
際
し
、
株
券
の
所
在
不
明
に
関
し
、
す
な
わ
ち
名
義
書
換
の
有
無
に
つ
い
て
職
権
で
調
査
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
る
が
（
後
記
⑥
七
九
六
頁
）
、
裁
判
所
の
現
状
か
ら
み
る
と
、
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
そ
こ
ま
で
要
求
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
公
示
催
告
手
続
中
の
株
券
に
つ
い
て
名
義
書
換
が
な
さ
れ
た
ら
、
会
社
（
又
は
名
義
書
換
代
理
人
）
か
ら
積
極
的
に
裁
判
所
に
そ
の
旨
を
通
知
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
申
立
人
に
取
下
げ
を
勧
告
し
、
会
社
か
ら
の
通
知
を
無
視
し
て
除
権
判
決
が
な
き
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
会
社
も
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
く
て
よ
い
。
　
⑥
に
つ
い
て
は
、
該
当
な
し
あ
る
い
は
申
立
を
取
下
げ
さ
せ
除
権
判
決
に
至
ら
し
め
な
い
と
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
再
発
行
に
応
じ
る
と
さ
れ
た
三
社
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
具
体
的
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、
名
義
書
換
を
終
っ
た
株
主
名
簿
上
の
株
主
と
株
券
の
再
発
行
を
得
た
除
権
判
決
申
立
人
と
の
間
に
争
い
の
起
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
会
社
も
そ
の
紛
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二
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
　
日
判
例
　
除
権
判
決
に
関
連
す
る
事
件
の
う
ち
、
本
稿
に
直
接
関
係
の
深
い
主
要
な
判
例
に
つ
い
て
、
そ
の
事
案
の
概
要
と
判
決
の
要
旨
を
次
に
記
載
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
頭
書
の
符
号
を
も
っ
て
こ
れ
を
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
田
　
昭
和
二
九
年
二
月
一
九
購
最
高
裁
判
所
第
二
小
濠
廷
判
決
（
童
愚
裁
民
集
八
巻
二
号
璽
一
三
頁
）
　
〔
事
案
の
概
要
）
　
原
告
村
西
芳
介
は
被
告
三
菱
化
成
工
業
株
式
会
社
（
溝
算
申
）
に
対
し
．
原
告
は
昭
和
二
三
年
二
月
一
五
藏
鰯
興
証
券
大
阪
支
店
か
ら
被
告
会
社
の
株
式
一
〇
〇
株
を
買
受
け
．
そ
の
名
義
入
錦
織
英
蔵
の
名
発
歓
捨
用
臼
紙
委
任
状
打
の
株
藩
の
」
賦
を
う
け
株
主
と
転
．
っ
た
の
で
、
被
告
会
社
が
企
業
再
建
整
備
法
に
基
く
決
定
整
備
計
画
に
よ
り
昭
和
二
五
年
二
月
二
〇
騰
現
在
の
株
主
に
割
当
て
た
第
二
会
社
の
株
券
を
そ
の
払
込
金
と
引
換
に
引
渡
せ
。
も
し
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
損
害
賠
償
金
一
〇
三
、
四
〇
〇
円
（
時
価
か
ら
払
込
金
を
差
引
い
た
額
）
を
支
払
え
、
と
訴
え
た
が
．
原
告
は
当
該
臼
紙
委
任
状
添
付
の
株
券
を
昭
和
二
三
年
二
月
二
七
環
盗
取
さ
れ
た
た
め
名
義
書
換
が
で
き
ず
．
被
告
会
社
へ
は
そ
の
旨
通
知
し
た
上
、
同
二
四
年
三
月
一
五
爾
東
京
簡
易
裁
判
所
に
公
示
催
告
の
申
立
を
し
、
同
二
五
年
五
月
四
鷺
除
権
判
決
を
得
て
、
同
月
一
〇
日
被
告
会
社
か
ら
新
株
券
の
交
付
を
う
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
喪
失
株
券
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
五
年
二
月
一
〇
日
臼
興
証
券
株
式
会
社
か
ら
名
義
書
換
の
請
求
が
あ
り
、
名
義
書
換
が
な
さ
れ
た
た
め
、
第
二
会
社
の
株
式
も
株
主
名
簿
上
の
株
主
で
あ
る
同
社
に
割
当
て
交
付
さ
れ
て
い
た
。
　
第
一
審
の
東
京
地
方
裁
判
所
は
、
割
当
基
準
覆
ま
で
に
名
義
蕎
換
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
名
義
書
換
を
講
求
し
た
が
会
社
が
正
当
な
事
由
な
く
こ
れ
を
拒
絶
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
会
社
に
対
抗
で
き
な
い
。
ま
た
、
除
権
判
決
の
効
力
は
、
判
決
の
時
を
も
っ
て
、
将
来
に
向
っ
て
生
ず
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
し
て
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
第
二
審
の
東
京
高
等
裁
判
所
も
同
一
の
理
由
で
控
訴
を
棄
却
し
、
最
高
裁
判
所
も
上
告
を
棄
却
し
た
。
　
〔
判
決
の
要
旨
〕
　
田
④
　
喪
失
株
券
に
関
す
る
除
権
判
決
の
効
果
は
、
右
判
決
以
後
当
該
株
券
を
無
効
と
し
、
申
立
人
に
株
券
を
所
持
す
る
と
同
一
の
地
位
を
回
復
さ
せ
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
公
示
催
告
申
立
の
時
に
遡
っ
て
右
株
券
を
無
効
と
す
る
も
の
で
は
な
く
ま
た
申
立
人
が
実
質
上
株
主
た
る
こ
と
を
確
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。
　
さ
れ
ば
、
公
示
催
告
期
間
中
会
社
に
対
し
当
該
株
券
を
提
示
し
て
株
主
名
簿
並
に
株
券
の
名
義
書
換
を
請
求
す
る
第
三
者
が
あ
っ
た
場
合
、
右
第
三
者
が
実
質
上
の
権
利
者
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
得
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
会
社
は
単
に
当
該
株
券
に
つ
き
喪
失
を
理
由
と
す
る
公
示
催
告
の
申
立
が
あ
る
と
い
う
一
事
を
以
て
書
換
を
拒
む
こ
と
を
得
な
い
。
　
国
◎
　
右
書
換
後
除
権
判
決
の
あ
っ
た
場
合
、
所
定
期
間
内
に
権
利
の
届
出
及
び
株
券
の
提
出
を
し
な
か
っ
た
前
記
第
三
者
が
除
権
判
決
の
効
果
と
し
て
そ
の
実
質
的
権
利
（
た
と
え
ば
公
示
催
告
期
間
中
に
お
け
る
善
意
取
得
に
も
と
ず
く
権
利
）
を
失
う
に
至
る
場
合
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
会
社
は
株
主
名
簿
の
最
終
名
義
人
が
右
第
三
者
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
を
株
主
と
し
て
一
切
を
処
理
し
て
免
責
さ
れ
る
か
ど
う
か
等
の
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
論
議
の
余
地
な
し
と
し
な
い
が
、
少
く
と
も
除
権
判
決
を
得
た
者
の
会
社
に
対
す
る
関
係
が
、
株
券
喪
失
前
に
お
け
る
そ
れ
以
上
に
出
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
前
記
除
権
判
決
の
効
果
か
ら
考
え
て
疑
を
容
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
圓
　
昭
和
三
一
年
七
月
二
日
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
（
下
級
民
集
七
巻
七
号
一
八
一
四
頁
）
　
〔
事
案
の
概
要
〕
　
原
告
前
田
博
は
、
昭
和
二
八
年
三
月
一
七
臼
臼
興
証
券
大
阪
支
店
に
委
託
し
て
日
本
機
械
貿
易
株
式
会
社
（
揖
機
貿
と
略
称
）
の
株
式
二
〇
〇
株
8
買
受
け
、
佐
藤
武
三
郎
名
義
の
白
地
裏
書
あ
る
株
券
の
引
渡
を
受
け
て
．
同
月
三
一
臓
原
告
名
義
に
名
義
書
換
手
続
を
了
し
た
．
と
こ
ろ
が
．
右
株
券
は
、
加
賀
証
券
株
式
会
社
（
加
賀
証
券
と
略
称
）
が
昭
和
二
七
年
一
二
月
二
五
縫
大
阪
証
券
取
引
所
を
通
じ
て
京
都
証
券
株
式
会
社
か
ら
買
受
け
た
も
の
峯
翌
二
八
年
三
月
一
二
縫
に
紛
失
し
た
も
の
で
．
加
賞
証
．
が
は
．
騒
機
貿
に
も
そ
の
旨
属
出
で
、
同
年
四
月
一
八
臓
束
京
簡
易
哉
判
所
孤
公
示
催
皆
の
融
立
を
な
し
、
同
年
ご
一
月
一
六
檬
除
権
判
決
を
得
た
．
そ
し
て
．
加
賀
証
券
は
．
右
除
権
判
決
に
基
き
疑
機
貿
に
株
券
の
再
発
行
を
求
め
た
と
こ
ろ
．
日
機
貿
は
佐
藤
武
三
郎
名
義
の
新
株
券
を
発
行
し
．
加
賀
証
券
名
義
に
名
義
書
換
の
う
え
、
こ
れ
を
加
賀
証
券
に
交
付
し
て
し
ま
っ
た
。
　
そ
の
後
、
日
機
貿
は
昭
和
二
九
年
七
月
三
一
日
正
午
現
在
の
株
主
に
一
対
一
の
割
合
に
よ
る
額
面
有
償
新
株
発
行
を
な
し
．
更
に
、
昭
和
三
〇
年
七
月
一
日
第
一
物
産
株
式
会
社
（
第
一
物
産
と
略
称
）
に
吸
収
合
併
さ
れ
．
加
賀
証
券
に
対
し
て
も
翼
機
貿
の
株
主
と
し
て
一
対
一
の
割
合
で
第
一
物
産
の
株
券
が
交
付
さ
れ
た
。
　
そ
こ
で
．
原
告
は
第
一
物
産
と
加
賀
証
券
を
被
告
と
し
て
．
ω
原
告
が
第
一
物
産
の
二
〇
〇
株
の
株
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認
．
ω
加
賀
証
券
に
対
し
第
一
物
産
の
株
券
二
〇
〇
株
の
引
渡
、
も
し
引
渡
が
で
き
な
い
と
き
は
そ
の
時
価
三
一
、
四
〇
〇
円
の
支
払
、
⑥
第
一
物
産
に
対
し
新
株
発
行
に
際
し
新
株
引
受
権
を
喪
失
き
せ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
二
一
．
四
〇
〇
円
の
支
払
　
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
原
告
の
請
求
は
全
面
的
に
認
め
ら
れ
た
。
　
〔
判
決
の
要
旨
〕
　
圖
④
　
喪
失
株
券
に
関
す
る
除
権
判
決
の
実
体
法
上
の
効
力
は
、
右
判
決
以
降
当
該
株
券
を
無
効
と
し
、
申
立
人
に
株
券
を
所
持
す
る
と
同
一
の
地
位
を
回
復
き
せ
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
株
券
喪
失
乃
至
は
公
示
催
告
申
立
の
時
に
遡
っ
て
右
株
券
を
無
効
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
申
立
人
に
対
し
当
該
株
券
に
よ
る
株
主
権
を
形
成
し
、
若
し
く
は
そ
の
株
主
権
を
確
定
す
る
も
の
で
も
な
い
（
昭
和
二
十
九
年
二
月
十
九
日
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
昭
和
二
十
六
年
㈹
第
四
二
四
号
事
件
判
決
参
照
）
。
　
当
該
株
券
は
除
権
判
決
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
い
ぜ
ん
有
効
で
あ
る
か
ら
、
第
三
者
が
当
該
株
券
に
よ
る
株
主
権
を
善
意
取
得
し
得
る
こ
と
も
と
よ
り
可
能
で
あ
る
し
、
除
権
判
決
の
効
力
は
申
立
人
に
当
該
株
券
の
占
有
に
代
る
形
式
的
資
格
を
回
復
せ
し
め
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
株
券
に
よ
る
株
主
権
の
得
喪
変
更
に
つ
い
て
、
除
権
判
決
は
実
体
上
何
等
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
て
、
こ
の
こ
と
は
株
主
権
変
動
の
原
因
が
承
継
取
得
に
よ
る
と
善
意
取
得
に
よ
る
と
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
被
告
等
が
主
張
し
て
い
る
が
ご
と
く
、
当
該
株
券
喪
失
後
、
そ
の
株
主
権
を
善
意
取
得
し
た
第
三
者
に
限
っ
て
、
除
権
判
決
の
効
力
と
し
て
、
第
三
者
か
ら
そ
の
権
利
を
奪
い
、
申
立
人
に
再
び
与
え
る
、
と
解
す
べ
き
理
由
も
な
け
れ
ば
必
要
も
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
喪
失
株
券
の
善
意
取
得
に
限
っ
て
、
公
示
催
告
期
間
内
に
権
利
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
除
権
判
決
に
よ
り
そ
の
権
利
を
奪
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
一
種
の
制
限
的
な
権
利
取
得
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
法
律
上
充
分
の
根
拠
も
な
い
し
、
除
権
判
決
制
度
と
は
、
や
は
り
申
立
人
に
喪
失
当
時
の
形
式
的
資
格
を
回
復
せ
し
め
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
り
、
株
券
の
流
通
性
の
保
障
の
た
め
に
は
、
申
立
人
に
多
少
の
忍
受
を
強
い
る
こ
と
も
ま
た
止
む
を
得
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
圖
◎
　
前
記
認
定
の
ご
と
く
、
被
告
加
賀
証
券
は
、
右
除
権
判
決
に
基
き
、
日
機
貿
か
ら
株
式
名
義
を
被
告
加
賀
証
券
と
書
換
え
た
新
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
株
券
の
交
付
を
受
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
告
は
右
除
権
判
決
が
な
さ
れ
る
以
前
す
で
に
日
機
貿
の
右
株
式
二
百
株
に
つ
い
て
原
告
名
義
書
換
手
続
を
了
し
て
い
た
こ
と
前
記
認
定
の
ご
と
く
で
あ
る
以
上
、
鷺
機
貿
と
し
て
は
被
告
加
賀
証
券
の
右
新
株
券
発
行
の
請
求
を
拒
否
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
鷺
機
貿
が
株
主
名
簿
上
の
最
終
名
義
人
で
な
い
被
告
加
賀
証
券
に
右
新
株
券
を
交
付
し
た
こ
と
は
、
除
権
判
決
の
効
力
に
関
す
る
何
等
か
の
誤
解
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
と
ま
癌
．
原
告
が
蘇
終
鼠
の
右
旧
株
券
の
株
主
で
あ
っ
た
と
記
め
ら
れ
砂
繋
瓠
と
・
削
記
の
ぐ
と
く
蝶
・
瓢
婦
以
上
．
押
告
加
翼
証
券
は
翼
機
貿
か
ら
交
付
を
受
け
た
膚
訴
豚
、
、
　
ー
恭
殿
告
に
糞
，
俘
麟
べ
瀞
．
繋
錺
を
有
し
て
い
た
の
肇
、
あ
y
。
　
閾
㊥
　
右
採
式
二
百
粧
⇔
蔚
主
夕
義
が
右
除
権
判
訣
瞬
す
で
ー
厭
告
名
蓼
　
．
触
ん
ら
“
て
い
た
以
上
、
被
告
加
賀
証
券
が
右
除
権
判
決
に
数
．
い
て
自
己
～
二
，
に
ゆ
㌦
妻
の
う
え
訴
株
、
一
の
交
付
虹
㎝
紺
求
し
て
熱
て
も
績
載
爽
は
雛
九
に
応
ず
べ
愚
で
は
な
か
肇
た
の
で
翻
る
。
そ
の
際
鷺
機
買
と
し
て
は
被
告
加
賀
証
券
が
無
権
利
者
で
あ
る
と
考
え
る
に
相
当
な
理
由
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
且
つ
．
原
告
に
そ
の
名
飛
銃
擾
に
異
議
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
め
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
実
実
の
株
主
が
何
入
な
る
か
を
容
易
に
確
知
し
得
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
幕
か
の
誤
解
に
よ
っ
て
藻
機
貿
が
右
株
式
二
百
株
の
株
主
名
義
を
被
告
加
賀
証
券
に
書
換
え
て
も
、
か
㌧
る
株
主
名
簿
上
の
記
載
を
信
じ
て
な
し
た
日
機
貿
の
行
為
は
そ
れ
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
　
圓
　
昭
和
三
七
年
九
月
一
八
薦
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
（
下
級
民
集
一
三
w
．
え
号
一
八
九
七
頁
．
判
例
時
褻
套
二
号
二
顧
頁
）
　
〔
事
案
の
評
要
〕
　
原
告
野
村
証
券
株
式
会
社
は
、
昭
和
二
八
年
二
月
初
旬
横
山
政
雄
か
ら
特
殊
製
鋼
株
式
会
社
（
特
殊
製
鋼
と
略
称
）
株
式
三
〇
〇
株
（
名
義
入
申
村
轡
、
次
郎
）
と
薦
本
製
紛
株
式
会
社
（
欝
本
製
粉
と
略
称
）
株
式
三
〇
〇
株
（
名
凝
人
申
川
挫
雄
）
を
名
義
入
の
白
聾
劉
一
又
は
白
地
譲
渡
証
書
の
添
付
あ
る
株
券
の
交
付
を
う
け
て
譲
り
受
け
た
。
そ
の
後
右
株
式
は
次
々
と
譲
渡
さ
れ
、
特
殊
製
鋼
株
式
の
う
ち
二
〇
〇
株
は
昭
和
二
九
年
一
月
二
日
鈴
木
清
三
名
義
に
、
一
〇
〇
株
は
同
年
三
月
五
日
垣
内
正
治
名
義
に
そ
れ
ぞ
れ
名
義
書
換
さ
れ
た
。
日
本
製
粉
株
式
に
つ
い
て
は
、
う
ち
二
〇
〇
株
は
昭
和
二
九
年
三
月
一
七
日
山
一
証
券
株
式
会
社
名
義
に
名
義
書
換
さ
れ
、
一
〇
〇
株
は
株
式
会
社
三
菱
信
託
銀
行
に
名
義
書
換
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
五
〇
株
券
二
枚
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
併
合
し
て
同
社
名
義
の
一
〇
〇
株
券
一
枚
が
昭
和
二
九
年
五
月
二
八
日
同
社
に
交
付
さ
れ
た
。
　
更
に
、
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
株
式
は
他
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、
譲
受
入
が
発
行
会
社
に
名
義
書
換
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
株
券
に
つ
い
て
除
権
判
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
何
れ
も
名
義
書
換
を
拒
絶
き
れ
た
た
め
、
事
故
株
券
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
株
券
は
無
事
故
の
株
券
と
引
換
に
順
次
譲
渡
人
に
返
戻
さ
れ
、
結
局
全
部
原
告
の
手
裡
に
帰
す
る
に
至
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
株
券
に
対
す
る
除
権
判
決
は
、
山
田
勇
か
ら
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
日
公
示
催
告
の
申
立
が
あ
り
、
翌
二
九
年
七
月
八
日
除
権
判
決
が
云
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
原
告
は
、
株
券
発
行
会
社
二
社
と
除
権
判
決
申
立
人
で
あ
る
山
田
勇
を
共
同
被
告
と
し
て
、
原
告
が
各
株
券
に
対
応
す
る
株
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
、
新
た
な
株
券
の
発
行
を
求
め
て
提
訴
し
た
と
こ
ろ
、
裁
判
所
は
、
原
告
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
た
が
、
日
本
製
粉
の
株
式
〔
券
〕
併
合
に
よ
る
代
り
株
券
に
は
除
権
判
決
の
効
力
は
及
ば
な
い
と
し
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
株
券
発
行
請
求
の
み
を
棄
却
し
た
。
　
〔
判
決
の
要
旨
〕
　
囹
④
　
除
権
判
決
は
た
ん
に
判
決
以
後
株
券
を
無
効
と
し
、
公
示
催
告
申
立
人
に
株
券
を
所
持
す
る
と
同
一
の
地
位
を
回
復
さ
せ
る
に
　
　
　
　
東
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
止
ま
り
、
申
立
の
時
に
遡
っ
て
そ
の
株
券
を
無
効
と
し
あ
る
い
は
申
立
人
が
実
質
上
の
株
主
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
も
の
で
は
な
い
（
最
高
裁
昭
和
二
九
年
二
月
一
九
日
判
決
民
集
八
巻
五
二
三
頁
）
か
ら
、
前
示
の
株
券
に
つ
い
て
も
そ
の
除
権
判
決
の
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
．
な
お
、
そ
の
実
質
上
の
株
主
が
何
人
で
あ
る
か
は
、
こ
れ
と
別
個
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
題
で
あ
る
。
　
翻
⑭
　
右
一
お
よ
び
二
の
e
の
株
券
が
除
権
判
決
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
．
発
行
会
社
た
る
両
被
告
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
す
る
株
券
メ
厩
告
に
再
発
行
し
た
事
跡
が
な
い
か
ら
、
両
被
告
会
社
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
す
る
株
券
を
原
告
に
再
発
行
す
べ
き
旨
の
請
求
も
正
当
で
あ
っ
て
．
こ
れ
を
認
容
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
　
蘭
◎
　
し
か
し
．
別
紙
縢
録
二
の
日
の
株
券
は
同
目
録
二
の
⇔
の
各
株
券
の
株
式
併
合
に
よ
る
代
り
株
券
で
あ
っ
て
、
株
券
と
し
て
は
《
の
同
一
性
を
有
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
右
二
の
⇔
の
株
券
に
つ
き
な
さ
れ
た
除
権
判
決
の
効
力
は
右
二
の
ω
の
株
券
に
及
ば
ず
．
騨
．
駄
の
株
券
は
依
然
と
し
て
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
　
園
　
昭
和
五
三
年
五
月
二
九
日
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
（
判
例
時
報
九
二
三
号
二
五
頁
）
　
圏
　
昭
和
五
四
年
四
月
一
七
田
東
京
高
等
裁
判
所
判
決
（
判
例
時
報
九
一
三
号
二
四
頁
）
　
〔
事
案
の
概
要
〕
　
原
告
武
蔵
証
券
株
式
会
社
は
、
新
興
証
券
に
買
付
委
託
を
し
て
昭
和
四
八
年
二
月
一
四
鷺
池
貝
鉄
工
株
式
会
社
の
株
券
一
〇
〇
〇
株
の
交
付
を
う
け
て
株
主
権
を
取
得
し
た
が
、
そ
の
後
、
同
株
式
を
新
興
証
券
に
売
付
委
託
を
し
て
同
年
四
月
八
日
同
株
券
は
三
洋
証
券
に
交
付
さ
れ
た
。
そ
の
後
三
洋
証
券
は
、
右
株
券
に
よ
り
名
義
書
換
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
右
株
券
に
つ
い
て
は
除
権
判
決
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、
事
故
株
券
と
し
て
東
京
証
券
業
協
会
の
統
一
慣
習
規
則
に
よ
り
原
告
の
許
に
返
さ
れ
た
。
　
こ
の
株
券
に
対
す
る
除
権
判
決
は
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
一
五
日
被
告
ナ
ミ
コ
・
サ
ィ
ト
ウ
・
テ
ィ
ラ
ー
（
旧
名
斉
藤
な
み
子
）
か
ら
盗
難
を
理
由
と
す
る
公
示
催
告
の
申
立
が
あ
り
、
翌
四
九
年
九
月
二
一
臼
除
権
判
決
が
な
さ
れ
、
池
貝
鉄
工
株
式
会
社
は
右
除
権
判
決
に
基
き
被
告
に
新
株
券
を
再
発
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
こ
で
、
原
告
は
被
告
に
対
し
、
株
主
権
に
基
き
被
告
が
再
発
行
を
う
け
た
株
券
の
引
渡
し
を
求
め
て
中
野
簡
易
裁
判
所
に
提
訴
し
た
と
こ
ろ
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
は
控
訴
し
、
そ
の
控
訴
審
判
決
が
四
で
あ
り
、
原
判
決
が
取
消
さ
れ
、
原
告
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
原
告
は
上
告
し
、
そ
の
上
告
審
判
決
が
圖
で
あ
る
。
上
告
審
判
決
に
お
い
て
は
、
更
に
逆
転
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
東
京
地
方
裁
判
所
に
差
戻
さ
れ
、
現
在
再
審
理
中
で
あ
る
。
　
〔
判
決
の
要
旨
〕
　
四
④
　
法
は
、
喪
失
し
た
証
書
に
つ
い
て
、
そ
の
喪
失
後
に
同
証
書
上
の
権
利
を
取
得
す
る
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
予
想
し
、
特
に
慎
重
な
手
続
を
も
っ
て
そ
の
権
利
者
に
対
し
裁
判
所
へ
そ
の
届
出
を
な
す
機
会
を
与
え
、
届
出
が
な
い
場
合
に
は
そ
の
証
書
を
取
得
し
た
者
は
存
在
し
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
申
立
人
に
右
証
書
上
の
権
利
を
行
使
し
う
る
資
格
を
付
与
す
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
四
＠
　
株
券
等
が
喪
失
し
た
場
合
、
こ
れ
に
対
し
、
一
方
に
お
い
て
元
来
の
権
利
者
を
保
護
せ
ん
と
す
る
除
権
判
決
制
度
が
存
し
、
他
方
に
お
い
て
右
除
権
判
決
前
に
右
株
券
等
を
善
意
取
得
し
た
者
を
保
護
す
る
制
度
が
存
す
る
と
こ
ろ
、
右
の
両
制
度
の
い
ず
れ
を
優
先
せ
し
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
立
法
的
理
念
的
に
は
種
々
の
考
え
方
が
あ
り
う
る
も
の
の
、
現
在
の
わ
が
国
に
お
け
る
実
定
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
を
前
提
と
す
る
限
り
、
右
両
制
度
の
調
節
は
、
右
除
権
判
決
制
度
に
内
包
さ
れ
て
い
る
公
示
催
告
手
続
に
こ
れ
を
求
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
圃
㊦
　
右
制
度
に
お
け
る
公
告
方
法
の
事
実
上
の
効
果
に
若
干
の
聞
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
こ
と
か
ら
右
公
示
催
告
制
皮
、
ひ
い
て
は
除
権
判
決
制
度
を
結
果
的
に
無
視
す
る
如
き
結
論
を
導
く
こ
と
は
妥
当
と
い
え
ず
、
た
と
え
善
意
取
得
者
と
い
え
ど
も
、
公
示
催
告
所
定
の
届
出
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
最
早
そ
の
権
利
を
主
張
し
え
ぎ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
右
は
善
意
取
得
制
度
に
内
在
す
る
制
約
で
も
あ
る
と
い
う
べ
く
．
　
又
右
の
限
度
で
除
権
判
決
に
も
一
定
の
結
果
的
な
実
体
上
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
Q
）
。
　
同
④
　
喪
失
株
券
に
関
す
る
除
権
判
決
の
効
果
は
、
右
判
決
以
後
そ
の
対
象
と
き
れ
た
株
券
を
無
撞
な
ら
し
め
、
除
権
判
決
申
立
人
に
　
　
　
　
　
　
　
　
い
》
の
と
同
様
の
漁
的
地
位
（
い
わ
ゆ
る
形
式
的
資
騒
）
を
付
与
す
る
に
と
ど
ま
ウ
、
そ
れ
以
上
に
公
示
鉱
鰍
套
｝
立
の
時
に
遡
ゆ
て
右
株
券
を
無
効
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
申
立
人
が
実
質
上
株
主
た
る
こ
と
を
確
定
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
、
そ
の
旨
の
璽
燭
裁
判
所
判
例
（
昭
和
二
九
年
二
月
一
九
鷺
第
二
小
法
廷
判
決
）
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
．
さ
ら
に
、
も
し
除
権
判
決
申
立
人
が
実
質
的
に
無
権
利
者
で
あ
り
．
他
に
実
質
的
株
主
の
存
す
る
場
合
に
、
除
権
判
決
に
も
と
づ
き
申
立
人
が
株
券
の
再
発
行
を
得
た
と
き
に
お
い
て
も
、
ナ
質
的
株
主
は
右
除
権
判
決
申
立
人
に
対
し
再
発
行
に
か
か
る
株
券
の
引
渡
を
求
め
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
を
み
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
公
示
催
告
と
こ
れ
に
つ
づ
く
除
権
判
決
の
制
度
が
．
そ
の
う
ち
に
公
示
催
告
な
い
し
除
権
判
決
申
立
入
と
公
示
催
告
期
間
内
な
い
し
は
除
握
判
決
前
に
権
利
の
届
出
を
し
た
者
と
の
間
に
お
い
て
、
実
体
上
の
権
利
の
帰
属
を
決
す
る
手
続
を
定
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
当
然
帰
結
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
す
ぎ
な
い
。
　
圏
㊥
　
そ
れ
故
当
裁
判
所
は
前
記
の
説
を
採
る
こ
と
は
で
き
ず
、
株
券
の
除
権
判
決
は
株
券
の
善
意
取
得
者
の
有
す
る
実
質
的
権
利
（
株
主
権
）
に
な
ん
ら
の
形
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
の
見
解
を
採
る
も
の
で
あ
り
、
か
く
解
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
善
意
取
得
者
と
株
券
喪
失
者
と
の
問
の
公
平
を
失
す
る
と
も
い
え
な
い
し
、
ま
た
公
示
催
告
な
ら
び
に
除
権
判
決
制
度
の
実
効
性
が
損
わ
れ
る
と
も
い
え
な
い
。
　
㈹
　
学
説
　
公
示
催
告
・
除
権
判
決
に
関
す
る
多
く
の
著
書
・
論
文
の
う
ち
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
比
較
的
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
左
記
の
諸
説
に
対
し
て
は
、
特
に
本
稿
執
筆
に
当
り
種
々
ご
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
、
本
稿
で
は
頭
書
の
番
号
で
こ
れ
を
引
用
す
る
。＠⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
会
社
法
セ
ミ
ナ
ー
・
除
権
判
決
に
よ
る
株
券
の
無
効
手
続
（
そ
の
一
∀
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
一
号
二
二
頁
以
下
会
社
法
セ
ミ
ナ
ー
・
除
権
判
決
に
よ
る
株
券
の
無
効
手
続
（
そ
の
二
）
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
ニ
号
二
一
頁
以
下
鈴
木
竹
雄
・
株
券
の
除
権
判
決
・
私
法
九
号
三
九
頁
以
下
鈴
木
竹
雄
・
除
権
判
決
・
民
事
訴
訟
法
講
座
第
五
巻
・
一
四
六
七
頁
以
下
河
本
一
郎
・
有
価
証
券
の
返
還
請
求
権
と
除
権
判
決
・
神
戸
法
学
雑
誌
五
巻
一
・
二
号
三
七
頁
以
下
河
本
一
郎
・
株
券
の
除
権
判
決
・
株
式
会
社
法
講
座
∬
七
七
七
頁
以
下
河
本
一
郎
・
有
価
証
券
の
返
還
請
求
権
と
除
権
判
決
・
私
法
一
五
号
一
五
二
頁
以
下
河
本
一
郎
・
株
券
の
再
発
行
・
総
合
判
例
研
究
叢
書
商
法
の
三
八
頁
以
下
山
木
戸
克
己
・
公
示
催
告
手
続
の
性
質
と
除
権
判
決
の
効
力
・
神
戸
法
学
雑
誌
五
巻
三
号
三
八
三
頁
以
下
小
川
善
吉
・
株
券
の
除
権
判
決
の
効
力
・
「
訴
訟
と
裁
判
」
岩
松
裁
判
宮
還
暦
記
念
論
文
集
六
〇
一
頁
以
下
高
橋
正
蔵
・
公
示
催
告
手
続
に
よ
る
株
券
の
無
効
宣
言
・
司
法
研
究
報
告
六
輯
六
号
二
五
三
頁
以
下
　
東
洋
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
⑫
　
高
田
源
清
・
公
示
催
告
制
度
の
批
判
・
福
岡
商
大
論
叢
四
巻
三
号
三
九
三
頁
以
下
⑬
　
中
村
武
・
有
価
証
券
の
除
権
判
決
に
伴
う
諸
問
題
・
法
律
時
報
二
六
巻
六
号
五
七
〇
頁
以
下
⑭
　
大
隅
健
一
郎
・
株
券
に
関
す
る
除
権
判
決
の
効
果
・
法
学
論
叢
六
〇
巻
四
号
二
二
頁
以
下
⑮
　
並
木
俊
守
・
株
券
喪
失
を
め
ぐ
る
諸
間
題
・
爾
本
法
学
二
〇
巻
四
号
三
四
四
頁
以
下
⑯
　
高
窪
利
一
・
有
価
証
券
の
喪
失
と
そ
の
救
済
e
・
法
学
新
報
六
三
巻
三
号
七
一
頁
以
下
⑰
　
論
、
圓
窪
利
一
・
有
無
証
券
の
喪
失
と
そ
の
救
済
（
一
マ
完
∀
法
学
新
報
六
三
巻
四
号
六
八
頁
以
下
⑱
　
三
戸
岡
道
夫
・
記
名
株
券
の
除
権
判
決
・
財
政
経
済
弘
報
五
九
二
号
一
頁
以
下
⑲
　
座
談
会
・
記
名
株
券
に
関
す
る
除
権
判
決
・
財
政
経
済
弘
報
六
〇
三
号
八
頁
以
下
⑳
　
高
鳥
正
夫
・
除
権
判
決
前
後
に
お
け
る
株
式
の
名
義
書
換
・
企
業
会
計
九
巻
二
号
一
〇
四
頁
以
下
⑳
　
大
森
忠
夫
・
株
券
に
関
す
る
除
権
判
決
の
効
果
・
民
商
法
雑
誌
三
一
巻
一
号
一
〇
〇
頁
以
下
⑳
　
霜
島
甲
一
・
株
券
に
関
す
る
除
権
判
決
の
効
力
と
善
意
取
得
者
の
権
利
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
五
号
五
八
頁
以
下
⑳
　
松
岡
和
生
・
除
権
判
決
に
対
す
る
不
服
申
立
の
訴
か
ら
み
た
除
権
判
決
制
度
の
構
造
・
明
治
学
院
論
叢
三
六
巻
一
〇
号
九
三
頁
以
　
下
⑳
　
共
同
研
究
・
株
券
の
公
示
催
告
手
続
と
除
権
判
決
・
東
京
株
式
懇
和
会
会
報
四
五
号
四
頁
以
下
⑳
　
小
橋
一
郎
・
除
権
判
決
・
会
社
判
例
百
選
（
新
版
）
九
〇
頁
以
下
⑳
　
竹
内
昭
夫
・
除
権
判
決
に
よ
り
善
意
取
得
者
の
実
質
権
利
は
奪
わ
れ
る
か
、
除
権
判
決
の
効
力
は
名
義
書
換
後
の
株
券
に
も
及
ぶ
　
か
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
二
六
号
一
〇
八
頁
以
下
⑳
　
上
柳
克
郎
・
株
券
の
除
権
判
決
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
「
商
法
の
判
例
」
五
一
頁
以
下
⑳
　
河
本
一
郎
・
注
釈
会
社
法
⑥
四
一
二
頁
以
下
⑳
大
塚
市
助
。
株
券
の
除
権
判
決
・
商
法
演
習
1
八
○
頁
以
下
⑳
　
前
田
庸
・
株
券
の
除
権
判
決
・
新
商
法
演
習
1
一
八
三
頁
以
下
二
　
除
権
判
決
の
効
力
　
e
　
公
示
催
告
・
除
権
判
決
の
制
度
　
有
価
証
券
に
よ
る
権
利
者
は
、
証
券
を
喪
失
し
て
も
当
然
に
そ
の
証
券
に
よ
っ
て
表
章
さ
れ
る
権
利
を
喪
失
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
証
券
が
な
い
の
で
そ
の
権
利
の
行
使
が
で
き
な
く
な
る
。
も
し
、
債
務
者
が
証
券
な
く
し
て
そ
の
権
利
行
使
に
応
じ
た
と
き
は
、
他
に
証
券
の
所
持
人
が
現
わ
れ
た
場
合
に
、
二
重
に
債
務
の
履
行
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
他
に
証
券
所
持
人
の
現
わ
れ
る
可
能
性
も
な
い
の
に
、
永
久
に
権
利
者
の
権
利
行
使
を
許
さ
な
い
も
の
と
す
る
と
き
は
、
債
務
者
に
不
当
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
妥
当
で
な
い
。
　
そ
こ
で
、
法
は
公
示
催
告
お
よ
び
除
権
判
決
の
制
度
を
設
け
（
民
訴
七
六
四
ー
七
八
五
条
）
、
裁
判
所
は
、
証
券
喪
失
者
の
申
立
に
よ
り
、
証
券
の
所
持
人
は
一
定
の
期
日
ま
で
に
そ
の
権
利
を
裁
判
所
に
届
出
て
そ
の
証
券
を
提
出
す
る
よ
う
、
も
し
届
出
が
な
い
と
き
は
証
券
の
無
効
を
宣
言
す
る
旨
を
公
告
す
る
公
示
催
告
手
続
を
行
い
、
期
日
ま
で
に
権
利
の
届
出
を
す
る
者
が
な
い
と
き
は
、
申
立
人
の
申
立
に
よ
り
宣
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七
三
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
言
さ
れ
る
除
権
判
決
に
よ
っ
て
喪
失
証
券
を
無
効
と
し
た
上
、
申
立
人
は
証
券
な
く
し
て
証
券
上
の
権
利
を
行
使
し
得
る
こ
と
と
し
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
記
名
株
券
の
場
合
に
は
．
株
主
名
簿
の
制
度
が
あ
る
の
で
．
株
主
名
簿
に
記
載
の
あ
る
株
主
は
、
株
券
を
喪
失
し
て
も
議
決
権
の
行
使
や
配
当
金
の
受
領
等
に
は
支
障
を
き
た
さ
な
い
が
、
株
券
が
な
く
て
は
株
式
を
他
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
．
株
主
名
韓
の
名
義
書
換
前
に
株
券
を
喪
失
し
た
者
は
．
名
義
書
換
の
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
　
昭
和
ニ
ニ
年
の
商
法
改
正
藩
に
お
い
て
は
．
記
名
株
券
を
喪
失
し
た
携
舞
．
発
行
会
社
は
定
款
で
定
め
る
一
定
の
手
続
を
暦
ん
だ
上
、
株
券
の
再
患
行
を
し
て
い
た
が
、
再
工
行
後
蹟
株
券
が
出
現
し
た
と
き
は
困
難
な
閥
、
雌
が
生
ず
碁
（
判
麓
は
蹟
株
夢
は
無
藩
に
な
ら
な
い
と
す
る
。
⑧
三
九
頁
）
の
で
、
昭
和
一
三
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
．
記
名
株
券
に
も
公
示
催
告
・
除
権
判
決
の
制
嘆
を
取
り
入
れ
た
（
晦
三
〇
矛
）
欝⇔
　
公
示
催
告
の
申
立
が
で
き
る
場
合
　
株
券
の
公
示
催
告
の
申
立
が
で
き
る
場
合
は
、
株
券
が
盗
取
せ
ら
れ
、
又
は
紛
失
も
し
く
は
滅
失
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
（
民
訴
七
七
七
条
）
。
　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
申
立
人
に
株
券
の
存
否
が
不
明
で
あ
り
、
仮
り
に
存
在
す
る
場
合
に
も
、
通
常
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
。
盗
取
者
や
拾
得
者
が
判
明
し
て
お
り
株
券
の
所
在
が
明
ら
か
な
場
合
は
．
そ
の
返
還
請
求
訴
訟
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
公
示
催
告
の
申
立
は
許
さ
れ
な
い
（
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
．
⑤
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
）
。
　
株
券
喪
失
者
の
株
主
権
は
、
株
券
喪
失
と
い
う
事
実
の
み
で
は
失
わ
れ
ず
、
喪
失
株
券
が
第
三
者
に
善
意
取
得
さ
れ
た
と
き
に
始
め
て
相
対
的
に
失
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
．
善
意
取
得
者
の
存
否
が
判
明
し
な
い
限
り
、
依
然
と
し
て
株
券
喪
失
者
は
株
主
権
を
有
す
る
者
と
推
定
さ
れ
る
。
　
株
券
が
完
全
に
滅
失
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
株
券
を
再
発
行
し
て
も
何
ら
差
支
え
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
通
常
滅
失
し
た
と
い
っ
て
も
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
株
券
の
不
存
在
が
証
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
は
株
券
が
存
在
し
て
善
意
取
得
者
が
現
わ
れ
る
可
能
性
が
な
く
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
火
災
に
遭
い
家
財
と
共
に
株
券
も
焼
失
し
た
と
い
っ
て
も
、
本
人
の
思
い
違
い
で
他
所
に
在
っ
て
焼
失
を
免
れ
た
り
、
本
人
不
知
の
間
に
運
び
出
さ
れ
て
い
た
り
、
焼
け
残
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
申
立
書
を
見
る
と
、
　
「
不
要
書
類
を
整
理
し
た
と
き
に
一
緒
に
焼
却
し
た
。
」
　
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
な
ど
「
見
当
ら
な
い
の
で
…
…
と
思
わ
れ
る
。
」
　
と
い
う
の
で
、
滅
失
よ
り
紛
失
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
。
家
財
と
共
に
海
に
流
失
し
た
り
、
船
が
沈
ん
で
株
券
も
海
に
没
し
滅
失
し
た
と
い
っ
て
も
、
何
処
か
の
海
岸
に
漂
着
し
た
り
、
引
揚
げ
ら
れ
た
り
さ
れ
る
こ
と
が
絶
対
に
な
い
と
は
い
え
な
い
。
　
紛
失
に
お
い
て
は
、
「
名
義
書
換
の
た
め
株
券
を
持
っ
て
家
を
出
て
途
申
で
紛
失
し
た
。
」
と
い
う
比
較
的
日
時
場
所
の
明
確
な
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
、
　
「
引
越
の
時
紛
失
し
た
。
」
「
新
聞
紙
な
ど
不
用
品
と
一
緒
に
処
分
し
た
。
」
等
と
申
立
書
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
見
当
ら
な
い
か
ら
紛
失
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
紛
失
の
意
味
か
ら
い
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
紛
失
し
た
株
券
は
、
誰
の
目
に
も
と
ま
ら
な
い
所
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
廃
棄
滅
失
し
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
拾
得
物
と
し
て
警
察
に
保
管
さ
れ
て
い
た
り
、
拾
得
者
そ
の
他
の
者
が
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
な
く
所
持
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
紛
失
し
た
株
券
が
第
三
者
に
善
意
取
得
さ
れ
て
権
利
が
行
使
さ
れ
る
の
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
ろ
う
か
。
　
次
は
盗
難
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
株
券
を
盗
取
さ
れ
た
と
い
う
の
は
比
較
的
少
な
く
、
盗
難
に
遭
い
、
被
害
品
を
調
べ
た
と
こ
ろ
株
券
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七
五
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
が
な
い
の
で
、
盗
取
き
れ
た
と
思
わ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
盗
取
さ
れ
た
株
券
に
つ
い
て
は
、
盗
取
者
に
お
い
て
そ
の
価
値
が
わ
か
ら
ず
．
あ
る
い
は
換
金
が
で
き
な
い
で
そ
の
ま
ま
所
持
し
又
は
破
棄
滅
失
さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
特
に
、
非
上
場
株
券
の
場
合
は
、
換
金
が
困
難
で
、
善
意
取
得
さ
れ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
盗
取
さ
れ
た
株
券
に
お
い
て
も
、
第
三
者
に
よ
る
善
意
取
得
の
可
能
性
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
　
以
上
滅
失
、
紛
失
、
盗
難
の
各
場
合
に
つ
い
て
．
善
意
取
得
の
可
能
性
を
確
た
る
根
拠
も
な
く
．
一
パ
ー
セ
ン
ト
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
パ
ー
乱
ン
ト
と
想
定
し
た
の
で
あ
る
が
．
凱
の
よ
う
な
異
体
的
数
宇
に
特
別
の
惹
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
．
何
れ
の
軒
合
に
も
善
意
取
得
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
公
示
催
告
に
よ
り
権
利
者
の
屈
出
を
求
め
る
一
方
、
除
権
判
決
に
よ
り
株
券
が
現
存
す
る
場
合
に
こ
れ
を
無
効
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
共
に
．
多
く
の
場
合
は
、
善
意
取
得
者
が
な
く
、
株
券
喪
失
者
が
依
然
と
し
て
株
主
で
あ
り
、
こ
の
者
を
救
済
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
い
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
口
　
除
権
判
決
の
消
極
的
効
力
　
除
権
判
決
は
．
公
示
催
告
し
た
株
券
の
無
効
を
宣
言
す
る
。
こ
れ
が
除
権
判
決
の
消
極
的
効
力
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
除
権
判
決
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
株
券
は
、
申
立
人
が
喪
失
し
た
株
券
で
あ
り
、
か
つ
、
判
決
時
に
お
い
て
発
行
会
社
か
ら
有
効
に
発
行
さ
れ
て
い
る
株
券
で
あ
る
。
何
と
な
ら
ば
、
除
権
判
決
に
よ
り
申
立
人
は
株
券
再
発
行
講
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
喪
失
株
券
の
表
章
す
る
株
主
権
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
重
複
発
行
と
な
る
場
合
に
、
旧
株
券
を
無
効
と
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
該
株
券
が
除
権
判
決
前
に
発
行
会
社
に
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
づ
い
て
無
効
の
処
理
が
な
き
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
除
権
判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
除
権
判
決
は
形
式
上
存
在
し
て
も
、
そ
の
対
象
で
あ
る
株
券
は
、
除
権
判
決
時
に
は
既
に
会
社
に
お
い
て
有
効
に
発
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
発
行
会
社
に
対
し
て
効
力
を
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
除
権
判
決
を
も
っ
て
、
発
行
会
社
に
株
券
の
再
発
行
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
副
◎
参
照
）
。
　
株
券
が
発
行
会
社
に
提
出
さ
れ
て
無
効
の
処
理
が
な
さ
れ
る
場
合
と
は
、
汚
損
、
裏
面
満
欄
、
株
券
の
併
合
又
は
分
割
等
（
実
際
に
ぱ
名
義
書
換
が
前
提
と
な
る
が
、
名
義
書
換
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
）
に
よ
り
、
旧
株
券
と
引
換
に
新
株
券
が
発
行
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
ま
た
、
株
券
不
所
持
の
申
出
に
よ
り
株
券
が
会
社
に
提
出
き
れ
、
会
社
に
お
い
て
株
券
不
発
行
の
処
理
を
し
た
と
き
も
同
様
で
あ
る
（
商
三
六
条
ノ
ニ
）
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
株
券
喪
失
者
が
株
主
権
を
有
し
、
旧
株
券
の
所
持
人
が
権
利
が
な
い
の
に
新
株
券
の
交
付
を
受
け
た
り
、
株
券
不
所
持
の
申
出
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
株
券
喪
失
者
は
、
前
者
の
場
合
に
は
新
株
券
の
引
渡
し
を
求
め
れ
ば
よ
く
、
後
者
の
場
合
に
は
株
主
権
の
確
認
を
得
た
上
で
会
社
に
株
券
の
発
行
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
　
㈱
　
名
義
書
換
後
の
株
券
は
無
効
と
な
る
か
　
通
説
は
名
義
書
換
後
の
株
券
も
除
権
判
決
に
よ
り
無
効
と
な
る
と
す
る
。
圃
圖
の
各
事
案
に
お
い
て
も
、
発
行
会
社
は
名
義
書
換
後
、
除
権
判
決
に
基
き
株
券
を
再
発
行
し
て
い
る
。
團
の
事
案
に
お
い
て
は
、
名
義
書
換
後
な
さ
れ
た
除
権
判
決
に
基
き
株
券
の
再
発
行
は
し
な
か
っ
た
が
、
当
該
株
券
の
名
義
書
換
後
の
所
持
人
か
ら
の
株
券
発
行
請
求
を
裁
判
所
は
認
め
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
除
権
判
決
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
株
券
は
、
申
立
人
が
喪
失
し
た
株
券
で
あ
っ
て
、
公
示
催
告
お
よ
び
除
権
判
決
に
も
そ
の
株
券
の
特
定
と
し
て
最
終
名
義
人
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
名
義
書
換
に
よ
り
最
終
名
義
入
が
変
れ
ば
、
た
と
え
物
質
的
に
同
一
用
紙
が
利
用
さ
れ
て
い
て
も
、
株
券
と
し
て
は
法
律
上
別
個
の
株
券
で
あ
り
、
除
権
判
決
の
対
象
物
と
は
異
な
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
　
名
義
書
換
の
変
遷
を
み
る
と
、
昭
和
二
二
年
の
商
法
改
正
前
は
、
記
名
株
式
の
移
転
は
取
得
者
の
氏
名
、
住
所
を
株
主
名
簿
に
記
載
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七
八
し
、
か
つ
、
そ
の
氏
名
を
株
券
に
記
載
す
る
こ
と
が
、
会
社
そ
の
他
の
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
と
な
っ
て
い
た
の
で
（
旧
商
一
五
〇
条
）
．
株
主
名
蓄
と
株
券
の
両
者
の
名
窪
拙
換
と
い
う
こ
と
で
株
式
の
名
義
、
、
、
届
換
と
い
わ
れ
た
が
、
昭
和
二
二
年
の
商
法
改
正
で
、
旧
来
の
方
法
の
ほ
か
、
新
ら
た
に
株
券
の
荻
書
に
よ
る
株
式
の
譲
渡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
（
改
正
前
藤
δ
五
条
）
．
こ
の
場
合
に
は
株
主
名
簿
の
書
換
が
会
社
に
対
す
る
対
抗
要
件
と
な
っ
た
（
商
二
〇
六
条
一
買
）
。
次
い
で
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
で
は
．
記
名
株
式
の
譲
渡
ー
ー
、
．
又
掃
軒
識
と
摩
ー
疑
詣
の
交
付
じ
・
“
る
こ
と
に
な
む
、
株
主
名
簿
の
．
4
ポ
は
何
如
な
ザ
隠
禽
も
会
社
に
対
す
る
対
抗
要
件
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
．
更
に
、
昭
和
四
一
年
い
爵
旗
、
．
止
蝶
・
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臣
目
イ
㌧
・
い
、
『
方
幹
万
纏
　
い
　
擁
の
み
に
よ
嚇
て
な
さ
れ
、
株
主
名
簿
の
欝
y
が
会
社
に
対
す
る
対
抗
要
件
と
な
っ
て
今
鷺
に
至
っ
て
い
添
．
　
従
ひ
て
、
　
　
　
　
．
．
馨
喉
‘
3
．
　
　
　
　
　
，
［
麟
換
と
い
う
の
は
、
正
確
に
は
株
凱
ゑ
い
の
へ
ご
ノ
鳳
と
で
紛
鯵
、
株
式
取
曾
者
が
株
券
を
会
社
に
呈
示
し
て
拝
主
名
驚
の
．
冒
換
を
求
め
た
と
き
は
、
会
社
は
株
主
名
毒
の
株
主
名
、
髪
の
書
鋲
を
す
る
と
共
に
．
矯
夕
ぎ
人
の
株
券
を
禁
効
と
し
．
新
株
主
が
株
券
不
所
持
の
申
出
を
し
な
い
限
り
、
記
名
株
式
と
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
．
新
株
主
に
は
新
株
主
名
義
の
株
券
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
‡
合
．
新
株
券
を
糊
誕
し
て
交
付
す
る
か
．
旧
株
．
事
ぜ
利
用
し
て
こ
れ
に
新
株
主
名
を
記
載
し
て
交
付
す
る
か
は
．
発
行
会
社
の
自
由
で
あ
輔
が
．
何
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
は
新
株
主
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
新
ら
た
な
株
券
で
あ
る
。
後
者
の
取
扱
が
な
さ
れ
た
野
合
に
お
い
て
も
．
新
株
主
名
義
の
株
券
と
旧
株
主
名
義
の
株
券
と
は
、
法
律
上
は
別
個
の
株
券
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
旧
法
時
に
お
け
る
株
券
の
名
、
、
、
誌
換
と
は
そ
の
意
義
を
異
に
す
る
。
こ
の
畢
合
．
旧
株
券
に
新
株
主
名
の
ほ
か
に
年
月
日
を
記
載
し
て
会
社
が
証
印
す
る
が
、
こ
れ
は
法
律
的
に
は
、
新
株
主
に
対
す
る
新
株
券
の
発
行
年
月
β
と
解
せ
ら
れ
る
。
ま
た
．
こ
れ
ら
の
記
載
は
．
通
常
株
券
の
裏
面
に
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
債
務
者
た
る
発
行
会
社
の
行
為
で
あ
っ
て
．
手
形
に
お
け
る
裏
書
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
名
義
書
換
後
に
旧
名
義
人
の
株
券
に
対
し
て
な
さ
れ
た
除
権
判
決
の
効
力
は
、
新
名
義
人
の
株
券
に
対
し
て
は
及
ば
な
い
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
鈴
木
教
授
は
、
④
一
四
九
二
頁
に
お
い
て
「
旧
株
券
を
利
用
し
て
も
、
新
た
な
名
義
人
の
氏
名
を
株
券
に
記
載
し
て
会
社
が
こ
れ
を
認
証
す
れ
ば
、
そ
れ
は
取
得
者
名
義
の
新
券
を
発
行
交
付
す
る
こ
と
を
省
略
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
物
質
的
に
は
旧
券
で
あ
る
が
、
法
律
的
に
は
新
券
と
認
め
る
の
が
当
然
で
は
な
い
か
と
思
う
。
理
論
的
に
い
っ
て
も
、
記
名
株
券
の
同
一
性
の
識
別
に
つ
い
て
は
、
単
に
株
券
番
号
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
名
義
人
如
何
が
重
要
な
要
素
た
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
名
義
人
が
変
更
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
異
る
証
券
と
認
め
る
の
が
当
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
株
券
の
表
面
の
名
義
人
の
み
を
重
ん
じ
て
、
裏
面
の
名
義
入
を
無
視
す
る
の
は
誤
り
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
き
は
、
公
示
催
告
申
に
名
義
書
換
が
行
わ
れ
て
し
ま
え
ば
、
除
権
判
決
を
え
て
も
、
す
で
に
名
義
を
書
換
え
ら
れ
た
証
券
は
無
効
と
な
ら
ず
、
従
っ
て
申
立
人
は
除
権
判
決
を
え
て
も
何
も
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
。
」
　
と
、
三
戸
岡
教
授
は
、
⑱
二
頁
に
お
い
て
「
こ
の
場
合
に
、
公
示
催
告
さ
れ
て
無
効
と
宣
言
さ
れ
た
株
券
は
、
名
義
書
換
さ
れ
る
以
前
の
株
券
で
あ
り
、
当
該
株
券
は
名
義
書
換
さ
れ
て
実
質
的
に
は
新
し
い
別
個
の
株
券
と
な
っ
た
と
解
す
べ
き
で
、
事
実
上
公
示
催
告
の
対
象
と
き
れ
た
当
該
株
券
を
回
収
し
て
代
り
株
券
を
発
行
し
た
場
合
と
同
様
に
、
除
権
判
決
の
効
力
は
新
株
券
に
は
及
ば
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
」
、
　
同
三
頁
に
お
い
て
「
こ
の
よ
う
に
名
義
書
換
の
さ
れ
た
株
券
は
、
旧
券
を
回
収
し
て
代
り
株
券
を
発
行
し
た
場
合
と
同
様
に
解
す
べ
き
で
、
除
権
判
決
の
効
力
は
及
ば
な
い
と
解
す
る
問
題
は
残
ら
な
い
。
下
級
審
の
こ
れ
と
異
る
判
決
が
あ
る
が
、
記
名
株
券
に
お
け
る
記
名
は
最
も
重
要
な
記
載
の
一
つ
で
あ
り
、
公
告
が
こ
れ
と
異
っ
て
い
て
は
記
名
株
券
の
同
一
性
の
識
別
を
不
可
能
と
す
る
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
代
り
株
券
の
発
行
も
容
易
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
も
考
え
合
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
せ
る
と
き
、
公
示
催
告
申
に
名
義
書
換
の
さ
れ
た
株
券
に
は
除
権
判
決
の
効
果
は
及
ば
な
い
と
解
す
る
の
が
適
切
だ
と
考
え
る
。
」
　
と
、
竹
内
教
授
は
、
⑳
一
二
頁
に
お
い
て
「
公
示
催
告
の
公
告
に
は
、
株
券
の
番
号
、
そ
の
表
章
す
る
株
式
数
と
と
も
に
そ
の
最
終
名
義
人
が
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
変
わ
っ
て
し
ま
え
ば
公
示
催
告
で
所
持
人
を
捜
索
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
．
少
な
く
と
も
裏
書
禰
が
満
欄
に
な
っ
た
株
券
単
、
よ
り
名
義
書
換
請
求
が
な
き
れ
た
た
め
新
券
を
出
し
た
と
き
は
除
権
判
決
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
一
般
的
に
名
義
書
換
後
の
株
券
に
瞳
冷
権
判
決
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
ご
と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
上
柳
教
授
も
こ
れ
に
同
調
さ
れ
る
（
黛
、
庶
五
頁
）
、
　
ま
た
、
記
名
抹
式
の
場
合
、
株
券
を
会
社
に
呈
示
し
て
名
養
．
、
換
を
請
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
株
券
に
よ
る
権
利
を
発
行
会
社
に
対
し
て
行
使
す
る
嬬
と
で
あ
り
．
手
形
で
い
え
ば
、
手
形
を
債
岩
者
に
呈
示
し
て
支
払
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ヂ
掛
飯
が
手
形
所
持
入
に
支
払
を
し
た
後
に
．
当
該
手
形
に
つ
き
除
権
判
決
が
な
さ
れ
て
も
、
申
立
人
は
除
権
判
決
に
基
き
債
務
者
に
そ
の
支
払
を
求
め
得
な
い
と
同
様
に
、
名
義
書
換
後
に
、
名
義
書
換
前
の
株
券
に
つ
き
除
権
判
決
が
な
き
れ
て
も
．
申
立
人
は
発
行
会
社
に
株
券
の
再
発
行
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
、
も
し
名
義
書
換
請
求
者
が
善
意
取
得
者
で
な
け
れ
ば
、
申
立
人
は
株
主
権
に
基
き
名
義
書
換
請
求
者
に
対
し
名
義
書
換
後
の
株
券
の
引
渡
請
求
を
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
．
小
橋
教
授
は
、
⑳
九
一
頁
に
お
い
て
「
私
見
は
、
除
権
判
決
に
よ
り
喪
失
後
の
善
意
取
得
者
の
権
利
も
そ
の
届
出
を
し
な
い
か
ぎ
り
除
斥
せ
ら
る
べ
く
．
た
だ
判
決
前
に
名
義
書
換
を
し
て
い
れ
ば
．
す
で
に
当
該
株
券
に
よ
る
権
利
行
使
は
終
了
し
て
お
り
、
除
権
判
決
の
効
果
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
．
名
義
書
換
の
請
求
が
あ
り
、
旧
株
券
を
利
用
し
て
新
名
義
人
の
株
券
が
交
付
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
日
に
お
い
て
述
べ
た
代
り
株
券
発
行
の
場
合
と
全
く
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
多
く
の
学
説
は
、
除
権
判
決
の
効
力
が
旧
株
券
を
利
用
し
た
名
義
書
換
後
の
株
券
に
も
及
ぶ
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
、
⑥
八
一
〇
頁
、
⑧
七
四
頁
、
⑩
六
二
四
頁
、
⑳
一
〇
六
頁
等
は
、
こ
れ
を
明
言
す
る
。
ま
た
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
前
の
事
案
で
あ
る
が
、
東
京
簡
易
裁
判
所
昭
和
二
六
年
一
二
月
一
九
日
判
決
（
⑧
七
二
頁
掲
載
）
は
こ
れ
を
明
示
す
る
。
　
除
権
判
決
の
効
力
が
新
株
主
名
義
の
株
券
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
説
の
根
本
的
な
理
由
は
、
株
券
の
物
質
的
同
一
性
で
あ
り
、
名
義
書
換
に
よ
り
新
株
券
が
発
行
さ
れ
た
場
合
と
の
結
果
の
不
均
衡
に
対
し
て
は
、
株
券
上
の
最
終
名
義
人
は
異
な
っ
て
も
、
公
示
催
告
に
示
さ
れ
た
株
券
の
記
号
番
号
が
同
一
で
あ
り
、
権
利
届
出
の
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
新
株
券
の
交
付
が
あ
っ
た
場
合
と
は
区
別
し
て
よ
い
と
い
う
。
し
か
し
、
適
法
に
名
義
書
換
が
な
さ
れ
て
会
社
か
ら
自
己
名
義
の
株
券
が
交
付
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
旧
株
券
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
将
来
除
権
判
決
が
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
官
報
公
告
を
常
に
注
意
し
、
権
利
の
届
出
を
す
る
よ
う
要
求
し
、
権
利
の
屈
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
所
持
す
る
株
券
が
無
効
と
な
っ
て
も
し
か
た
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
理
論
は
、
名
義
書
換
を
終
え
た
所
持
人
お
よ
び
そ
の
後
の
所
持
人
に
酷
で
あ
り
、
株
券
の
流
通
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
除
権
判
決
の
効
力
が
名
義
書
換
後
の
株
券
に
も
及
ん
で
株
券
が
無
効
と
な
る
と
の
説
に
お
い
て
も
、
除
権
判
決
前
の
名
義
書
換
は
有
効
で
あ
る
か
ら
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
無
視
し
て
、
直
ち
に
除
権
判
決
に
基
き
申
立
人
に
株
券
の
再
発
行
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
（
⑥
八
〇
六
頁
、
⑩
六
一
七
頁
、
⑳
一
〇
七
頁
、
圖
◎
⑪
等
）
、
株
券
の
流
通
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
　
㈲
　
除
権
判
決
の
積
極
的
効
力
　
商
法
二
三
〇
条
二
項
に
よ
り
、
除
権
判
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
申
立
入
は
会
社
に
対
し
株
券
の
再
発
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
か
し
、
記
名
株
式
の
場
合
は
、
株
主
名
簿
の
記
載
が
会
社
に
対
す
る
対
抗
要
件
と
さ
れ
る
の
で
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
が
除
権
判
決
を
得
た
場
合
は
そ
れ
で
よ
い
が
、
名
義
書
換
前
に
株
券
を
喪
失
し
た
者
は
、
名
義
書
換
が
必
要
で
あ
る
。
民
訴
七
八
五
条
に
は
「
除
権
判
決
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
申
立
人
ハ
証
書
二
因
リ
義
務
ヲ
負
担
ス
ル
者
二
対
シ
テ
証
書
二
因
レ
ル
権
利
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
り
、
記
名
株
券
の
場
合
．
申
立
人
は
除
権
判
決
に
基
き
株
券
な
く
し
て
発
行
会
社
に
対
し
株
主
名
簿
の
書
換
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
．
満
曳
し
て
、
名
ゴ
．
ー
．
3
餐
れ
ば
、
愚
ザ
、
講
幽
嚢
人
の
抹
券
が
罪
行
交
付
さ
れ
・
繋
篇
と
に
な
る
．
こ
れ
が
除
権
判
決
の
横
蔵
的
効
力
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
鞭
　
除
権
判
決
の
后
極
的
効
力
に
は
遡
及
櫓
は
な
く
、
ま
た
．
申
立
人
に
単
に
喪
失
株
券
を
所
持
す
る
と
同
一
の
形
式
的
資
格
を
与
え
る
に
過
ぎ
ず
．
実
質
的
に
株
主
蘇
　
麺
認
す
る
よ
う
な
効
力
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
も
争
い
が
＼
い
。
　
間
題
は
、
株
券
喪
失
後
そ
れ
が
第
三
者
に
善
意
取
得
さ
れ
、
善
意
取
得
者
が
権
利
の
屈
出
を
し
な
い
う
ち
に
除
権
判
決
が
あ
っ
た
場
合
の
株
主
権
の
帰
属
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
項
を
改
め
て
述
べ
る
。
・∞
轟
　
除
権
判
決
の
善
意
取
得
者
に
対
ず
る
効
力
　
e
名
義
書
換
前
の
善
意
取
得
者
の
地
位
　
株
券
喪
失
後
除
権
判
決
前
に
喪
失
株
券
が
善
意
取
得
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
時
点
で
株
券
喪
失
者
は
株
主
権
を
失
い
、
善
意
取
得
者
が
株
主
権
を
取
得
す
る
。
従
っ
て
、
株
券
喪
失
者
が
公
示
催
告
の
申
立
を
し
て
も
、
善
意
取
得
者
（
厳
密
に
は
善
意
取
得
者
又
は
そ
の
承
継
取
得
者
で
あ
る
が
、
以
下
善
意
取
得
者
と
い
う
。
）
が
裁
判
所
に
権
利
の
届
出
を
す
れ
ば
、
除
権
判
決
は
な
さ
れ
な
い
（
民
訴
七
七
〇
条
）
。
と
こ
ろ
が
、
善
意
取
得
者
が
裁
判
所
に
権
利
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
に
は
株
券
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
除
権
判
決
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
場
合
に
善
意
取
得
者
の
地
位
が
ど
う
な
る
か
で
あ
る
。
　
除
権
判
決
の
積
極
的
効
力
は
、
前
述
の
如
く
そ
の
遡
及
効
は
な
く
、
申
立
人
に
単
に
喪
失
株
券
を
所
持
す
る
と
同
一
の
形
式
的
資
格
を
与
え
る
に
過
ぎ
ず
、
実
質
的
に
株
主
権
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
除
権
判
決
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
善
意
得
取
者
は
株
主
権
を
失
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
（
②
矢
丞
三
頁
、
⑥
八
〇
二
頁
、
⑩
六
〇
八
頁
、
＠
二
六
八
頁
、
⑮
三
四
九
頁
、
⑳
五
八
頁
、
⑳
一
一
〇
頁
、
⑳
八
六
頁
、
閻
④
、
團
④
、
圖
◎
等
）
。
　
し
か
し
、
除
権
判
決
の
消
極
的
効
力
に
よ
り
、
善
意
取
得
者
の
所
持
す
る
株
券
は
無
効
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
善
意
取
得
者
は
株
主
権
を
証
明
し
て
（
株
券
の
所
持
の
み
で
な
く
、
そ
れ
を
除
権
判
決
前
に
善
意
取
得
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）
、
会
社
に
対
し
名
義
書
換
と
株
券
の
発
行
を
求
め
る
ほ
か
な
い
。
も
し
、
会
社
が
除
権
判
決
に
基
き
申
立
人
に
既
に
株
券
を
再
発
行
し
て
い
る
と
き
は
、
会
社
に
対
し
て
更
に
株
券
の
発
行
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
申
立
入
に
対
し
、
株
主
権
に
基
き
新
株
券
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
（
②
矢
丞
三
頁
、
⑥
八
〇
九
頁
、
⑨
四
〇
三
頁
、
＠
二
七
〇
頁
、
⑳
八
七
頁
等
）
。
そ
し
て
、
申
立
人
が
再
発
行
の
新
株
券
を
既
に
第
三
者
に
譲
渡
し
、
第
三
者
が
善
意
で
あ
れ
ば
、
第
三
者
は
新
株
券
に
よ
り
株
主
権
を
善
意
取
得
す
る
の
で
、
旧
株
券
の
善
意
取
得
者
は
、
そ
の
時
点
で
株
主
権
を
失
う
こ
と
に
な
る
（
⑥
八
〇
九
頁
、
⑳
一
一
九
頁
）
。
従
っ
て
、
旧
株
券
に
よ
る
善
意
取
得
者
は
、
右
第
三
者
に
対
し
て
は
新
株
券
の
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
申
立
人
に
対
し
株
式
譲
渡
代
金
の
引
渡
し
を
求
め
得
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
（
⑥
八
〇
九
頁
）
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
株
券
の
善
意
取
得
者
は
除
権
判
決
に
よ
り
株
主
権
を
失
う
と
す
る
有
力
な
学
説
が
あ
る
（
③
四
一
頁
、
④
一
四
九
六
頁
、
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
⑭
一
二
〇
頁
．
⑳
一
〇
九
頁
．
⑳
九
一
頁
、
國
◎
等
）
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
区
々
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
反
論
も
、
既
に
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
て
い
る
（
⑫
五
三
頁
以
下
．
⑳
四
四
三
頁
以
下
参
照
）
。
　
こ
れ
ら
の
説
に
お
い
て
も
、
除
橡
判
決
の
効
力
が
遡
及
せ
ず
、
除
権
判
決
が
実
質
的
に
申
立
人
に
株
主
権
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
認
め
な
が
ら
、
欝
意
取
得
者
に
対
し
て
の
み
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
試
み
ら
れ
る
の
は
、
申
立
入
が
時
間
と
費
用
を
か
け
て
除
権
判
決
私
螂
得
て
も
、
善
意
取
得
者
が
現
わ
れ
る
と
無
意
味
に
な
う
て
ま
う
。
権
利
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
論
、
、
怠
取
得
者
に
不
利
益
を
与
え
、
申
立
人
を
救
済
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
、
　
し
か
し
な
が
ら
、
公
示
催
告
・
除
権
判
決
の
制
度
は
．
前
述
の
と
お
り
、
権
利
が
あ
り
な
が
ら
証
渉
が
な
い
た
め
菰
、
そ
の
権
利
の
行
が
が
で
詠
な
い
と
い
△
不
、
曝
ゆ
穀
済
ヂ
麟
た
め
に
設
け
ら
れ
九
も
の
マ
あ
吾
、
喪
癖
拝
努
に
つ
き
夢
ね
取
儲
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
、
株
券
喪
失
轡
い
、
株
主
権
凌
失
い
、
公
示
鋼
毒
又
は
除
権
判
決
を
申
土
て
る
実
質
上
の
資
格
を
も
失
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
（
鈴
木
ぐ
授
も
④
一
濁
八
○
頁
に
お
い
て
「
も
し
そ
の
者
が
実
質
的
権
利
を
有
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
．
公
示
催
管
の
申
立
も
で
き
ず
．
ま
た
．
除
権
判
決
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
）
。
従
っ
て
．
善
意
取
得
者
が
権
利
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
．
形
式
上
存
在
す
る
申
立
権
に
基
き
除
権
判
決
が
な
さ
れ
て
も
、
除
権
判
決
の
効
力
が
前
述
の
如
き
も
の
で
あ
る
以
上
．
こ
れ
に
よ
り
語
、
意
取
得
者
の
株
主
権
を
失
わ
し
ら
、
申
立
人
に
こ
れ
を
与
え
る
が
如
き
結
果
に
は
な
り
得
な
い
。
　
ま
た
、
善
意
取
得
者
は
．
権
利
の
届
出
を
し
な
い
か
ら
不
利
益
を
う
け
て
も
や
む
を
え
な
い
と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、
善
意
取
得
者
は
す
べ
て
、
自
分
で
は
株
券
を
承
継
取
得
し
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
該
株
券
に
つ
き
公
示
催
告
の
有
無
を
調
査
す
る
筈
が
な
い
。
承
継
取
得
し
た
と
思
っ
て
い
た
株
券
に
つ
い
て
、
た
ま
た
ま
前
者
が
無
権
利
者
で
あ
っ
た
た
め
、
承
継
取
得
と
な
ら
な
い
場
合
に
、
客
観
的
に
善
意
取
得
と
判
断
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
善
意
取
得
者
が
権
利
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
有
効
に
取
得
し
た
株
主
権
を
失
わ
せ
る
ほ
ど
の
責
め
を
負
わ
せ
る
べ
き
筋
合
の
も
の
で
は
な
い
。
　
口
　
名
義
書
換
後
の
善
意
取
得
者
の
地
位
　
喪
失
株
券
の
善
意
取
得
者
が
名
義
書
換
の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
会
社
は
当
該
株
券
に
つ
き
公
示
催
告
の
申
立
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
名
義
書
換
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
田
④
）
。
従
っ
て
、
名
義
書
換
に
よ
り
、
旧
名
義
人
の
株
券
が
回
収
さ
れ
て
、
善
意
取
得
者
名
義
の
新
株
券
が
発
行
さ
れ
た
と
き
は
、
後
に
旧
株
券
に
対
す
る
除
権
判
決
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
の
効
力
は
新
株
券
に
は
及
ば
な
い
の
で
、
除
権
判
決
申
立
人
は
会
社
に
対
し
株
券
再
発
行
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
善
意
取
得
者
の
株
主
権
に
は
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
い
。
　
と
こ
ろ
が
、
名
義
書
換
に
際
し
、
会
社
が
旧
株
券
を
利
用
し
、
こ
れ
に
新
株
主
名
を
記
載
し
て
証
印
し
た
上
、
こ
れ
を
善
意
取
得
者
に
交
付
し
た
と
き
は
問
題
が
生
ず
る
。
こ
の
場
合
も
、
前
述
（
七
七
頁
以
下
）
の
と
お
り
、
旧
名
義
人
当
時
の
株
券
と
新
名
義
人
に
な
っ
た
株
券
と
は
、
物
質
上
は
同
一
で
も
、
法
律
上
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
う
解
す
る
限
り
は
、
そ
の
後
旧
名
義
人
の
株
券
に
つ
い
て
除
権
判
決
が
な
さ
れ
て
も
、
新
名
義
入
と
な
っ
た
株
券
に
は
そ
の
効
力
が
及
ば
ず
、
善
意
取
得
者
の
株
主
権
に
は
何
の
影
響
も
な
い
。
　
し
か
し
、
旧
名
義
人
の
株
券
に
会
社
が
新
株
主
名
を
記
載
し
て
証
印
し
て
も
、
株
券
と
し
て
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
名
義
人
の
株
券
に
対
し
て
除
権
判
決
が
な
さ
れ
れ
ば
、
新
名
義
人
と
な
っ
た
株
券
に
も
そ
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
説
に
従
え
ば
、
除
権
判
決
に
よ
り
善
意
取
得
者
の
所
持
す
る
株
券
は
無
効
に
な
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
除
権
判
決
申
立
人
は
会
社
に
対
す
る
株
券
再
発
行
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
更
に
二
つ
の
考
え
方
に
分
れ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
一
つ
は
、
除
権
判
決
が
あ
れ
ば
、
善
意
取
得
者
は
そ
の
権
利
を
も
失
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
申
立
入
は
会
社
に
対
し
株
券
の
再
発
行
を
求
め
得
る
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
除
権
判
決
に
よ
っ
て
善
意
取
得
者
は
権
利
を
失
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
申
立
人
は
除
権
判
決
に
よ
り
形
式
上
株
券
再
発
行
請
求
権
を
取
得
す
る
が
、
発
行
会
社
と
し
て
は
．
除
権
判
決
前
に
適
法
な
名
義
書
換
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
無
視
し
て
．
申
立
人
の
株
券
再
発
行
講
求
に
応
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
融
　
蕪
麟
　
除
権
判
決
後
株
券
再
発
行
前
の
名
義
書
換
　
最
翻
に
、
除
権
判
決
は
董
，
渡
に
よ
り
効
力
が
発
生
す
る
す
な
わ
ち
株
券
は
無
効
と
な
搭
が
．
除
権
判
決
の
あ
3
し
島
と
は
発
行
翁
社
に
通
知
さ
れ
ず
．
官
報
に
公
告
さ
れ
る
の
も
相
当
の
聞
数
を
経
た
後
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
除
権
判
決
後
．
申
立
人
か
ら
株
券
再
発
行
の
請
求
が
あ
る
前
に
．
旧
株
券
に
よ
る
名
義
書
換
の
請
求
が
あ
り
．
会
社
が
こ
れ
に
応
じ
て
株
主
名
簿
の
書
換
を
な
し
．
新
株
主
名
義
の
株
券
（
醸
株
券
贋
紙
を
利
用
し
た
場
合
は
．
前
述
の
と
お
り
学
説
上
争
い
が
あ
る
の
で
．
新
株
券
を
調
製
し
た
も
の
と
す
る
。
）
が
交
付
さ
れ
た
と
き
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
河
本
教
授
は
、
除
権
判
決
は
言
渡
と
同
時
に
確
定
し
、
旧
株
券
は
失
効
す
る
の
で
、
会
社
に
免
責
力
は
な
い
と
き
れ
る
が
（
⑥
八
二
頁
）
．
鈴
木
教
授
は
、
除
権
判
決
の
効
力
が
判
決
の
時
に
生
ず
る
以
上
、
そ
の
以
後
に
は
、
債
務
者
が
す
で
に
失
効
し
た
証
券
の
所
持
人
の
権
利
行
使
を
許
し
て
も
免
責
を
受
け
え
な
い
と
す
る
の
は
、
債
務
者
に
対
し
て
酷
で
あ
る
。
解
釈
論
と
し
て
も
、
債
務
者
は
公
告
以
前
に
は
除
権
判
決
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
悪
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
な
い
限
り
免
責
を
受
け
る
が
、
公
告
後
は
善
意
で
あ
っ
て
も
免
責
を
受
け
え
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
さ
れ
（
④
一
四
九
八
頁
）
．
三
戸
岡
教
授
も
こ
れ
に
同
調
さ
れ
る
（
⑱
三
頁
）
。
高
鳥
教
授
も
同
説
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
を
債
権
の
準
占
有
者
に
対
す
る
善
意
弁
済
が
有
効
と
さ
れ
る
規
定
（
民
四
七
八
条
）
に
求
め
ら
れ
る
（
⑳
一
〇
八
頁
）
。
　
確
か
に
、
本
例
の
如
き
場
合
、
会
社
を
免
責
さ
せ
な
い
の
は
不
都
合
で
あ
り
、
か
と
い
っ
て
、
除
権
判
決
に
一
般
的
効
力
を
認
め
な
が
ら
悪
意
又
は
重
過
失
が
な
い
限
り
免
責
さ
せ
る
と
い
う
の
も
何
か
す
っ
き
り
し
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
喪
失
株
券
に
よ
る
名
義
書
換
請
求
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
株
券
が
存
在
し
て
い
る
事
実
と
こ
れ
に
よ
り
株
主
権
を
主
張
す
る
者
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
発
行
会
社
に
と
っ
て
、
当
該
株
券
を
除
権
判
決
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
い
わ
れ
も
な
く
、
株
券
を
再
発
行
す
る
必
要
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
株
券
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
申
立
人
と
所
持
人
の
間
で
株
主
権
を
確
定
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
　
除
権
判
決
の
制
度
は
、
前
述
の
と
お
り
株
券
を
喪
失
し
た
者
が
あ
る
場
合
に
、
株
券
の
再
発
行
を
絶
対
に
認
め
な
い
と
す
る
の
も
不
都
合
で
あ
り
、
か
と
い
っ
て
旧
株
券
を
回
収
す
る
こ
と
な
く
再
発
行
す
れ
ば
、
同
一
の
株
主
権
を
表
章
す
る
株
券
が
二
枚
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
混
乱
が
生
ず
る
の
で
、
再
発
行
の
前
提
と
し
て
旧
株
券
を
無
効
と
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
除
権
判
決
に
基
き
新
株
券
が
発
行
さ
れ
、
新
旧
両
株
券
が
別
々
に
流
通
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
新
株
券
の
み
が
正
当
に
株
主
権
を
表
章
す
る
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
旧
株
券
は
株
主
権
を
表
章
せ
ず
、
こ
れ
を
所
持
し
て
も
株
主
た
る
推
定
力
は
働
か
ず
、
会
社
は
こ
の
者
を
株
主
と
し
て
取
扱
っ
て
も
免
責
力
は
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
善
意
取
得
の
効
力
も
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
　
従
来
の
株
券
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
効
果
は
、
株
券
を
再
発
行
し
た
と
き
に
そ
の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
株
券
を
再
発
行
し
な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
申
立
人
が
除
権
判
決
を
得
た
後
株
券
再
発
行
請
求
前
に
、
紛
失
し
た
株
券
が
自
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
　
　
　
記
名
株
券
の
除
権
判
決
と
善
意
取
得
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
己
の
手
申
に
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
場
合
は
、
申
立
入
側
と
し
て
も
、
何
も
こ
れ
を
無
効
と
し
て
再
発
行
を
受
け
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
y
り
Q
　
そ
こ
で
．
除
権
判
決
の
消
極
的
効
力
は
、
そ
の
積
極
的
効
力
に
基
き
株
券
が
再
発
行
さ
れ
た
と
き
　
（
申
立
人
が
株
券
不
所
持
の
申
立
序
、
し
て
不
発
行
の
処
理
を
し
た
場
合
は
そ
の
と
き
。
）
　
に
生
ず
る
も
の
と
し
、
そ
の
効
力
発
生
の
時
期
は
、
除
権
判
決
言
渡
の
と
き
に
遡
⇔
と
い
う
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
略
・
あ
ろ
う
か
．
～
．
叡
わ
ち
、
申
璽
人
が
除
権
判
映
に
基
き
株
券
の
再
し
行
を
請
求
す
る
以
前
に
、
、
．
　
㌦
か
ら
名
義
冨
換
の
講
求
が
あ
与
、
除
権
判
決
の
対
耀
語
瓢
る
株
券
が
回
収
尋
離
、
新
株
主
名
義
の
株
券
が
発
行
さ
れ
た
と
蓉
は
．
そ
れ
が
除
権
判
決
言
渡
後
で
あ
っ
て
も
、
除
権
判
決
に
基
く
株
券
再
発
行
前
で
あ
る
か
£
除
権
判
決
の
消
極
的
効
力
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
後
申
立
人
か
り
除
権
判
決
に
基
き
株
券
再
臓
行
の
講
求
が
あ
鴨
、
て
も
．
既
に
暇
株
券
は
回
即
び
れ
新
株
券
が
発
行
審
れ
て
い
る
以
上
．
再
発
行
は
で
き
な
い
．
結
局
、
除
権
判
決
の
消
極
的
効
力
の
発
生
の
余
地
は
な
く
．
会
社
の
、
、
頁
任
も
発
生
し
な
い
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
　
除
権
判
決
の
消
極
的
効
力
の
発
生
に
つ
い
て
．
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
っ
て
も
．
除
権
判
決
に
基
き
株
券
が
再
発
行
さ
れ
た
場
合
に
は
．
名
義
書
換
を
し
な
か
っ
た
除
権
判
決
前
の
旧
株
券
に
よ
る
善
意
取
得
者
の
地
位
は
前
述
8
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
．
ま
た
．
除
権
判
決
後
株
券
再
発
行
ま
で
の
間
に
お
け
る
旧
株
券
の
善
意
取
得
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
り
．
何
ら
不
都
合
は
生
じ
な
い
。
　
も
っ
と
も
、
会
社
が
除
権
判
決
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
場
合
は
、
申
立
人
に
も
形
式
上
株
券
再
発
行
講
求
権
あ
る
い
は
名
義
書
換
請
求
権
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
は
．
名
義
書
換
請
求
者
が
単
に
株
券
を
所
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
質
上
そ
の
株
主
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
名
義
書
換
に
応
じ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
四
結
　
語
　
以
上
公
示
催
告
・
除
権
判
決
の
制
度
の
趣
旨
と
、
相
対
立
す
る
株
券
喪
失
者
と
善
意
取
得
者
の
利
害
な
ら
び
に
発
行
会
社
の
立
場
を
綜
合
し
て
、
記
名
株
券
に
対
す
る
除
権
判
決
が
あ
っ
た
場
合
の
申
立
人
と
善
意
取
得
者
の
地
位
の
優
劣
、
更
に
は
か
か
る
場
合
の
発
行
会
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
相
反
す
る
学
説
・
判
例
の
対
立
す
る
現
在
、
何
れ
の
立
場
か
ら
も
い
え
る
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
か
か
る
状
態
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
発
行
会
社
の
役
割
は
大
き
く
、
公
示
催
告
中
に
名
義
書
換
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
申
立
人
に
申
立
を
取
下
げ
る
よ
う
勧
告
す
る
と
共
に
、
裁
判
所
に
も
通
知
し
て
除
権
判
決
の
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
名
義
書
換
後
に
除
権
判
決
が
な
さ
れ
て
も
、
発
行
会
社
は
株
券
を
再
発
行
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
除
権
判
決
の
効
力
が
新
名
義
人
の
株
券
（
旧
株
券
を
利
用
し
た
場
合
）
に
及
ば
な
い
と
い
う
考
え
方
を
取
れ
ば
当
然
で
あ
る
が
、
新
名
義
人
と
な
っ
た
株
券
も
無
効
と
な
る
と
の
考
え
方
を
取
っ
た
場
合
も
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
の
同
意
な
く
し
て
、
除
権
判
決
の
み
に
基
い
て
株
券
を
再
発
行
し
な
い
こ
と
で
あ
る
（
事
実
上
は
旧
株
券
と
引
換
に
再
発
行
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
よ
い
。
）
。
　
記
名
株
券
に
つ
い
て
除
権
判
決
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
善
意
取
得
者
の
地
位
は
、
名
義
書
換
前
と
名
義
書
換
後
で
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
持
す
る
株
券
は
無
効
と
な
る
の
で
、
除
権
判
決
は
善
意
取
得
者
の
株
主
権
ま
で
も
失
わ
せ
る
と
い
う
説
に
よ
れ
ば
、
善
意
取
得
者
を
救
済
す
る
方
法
は
な
い
が
、
所
持
す
る
株
券
の
み
が
無
効
と
な
り
、
善
意
取
得
者
の
地
位
そ
の
も
の
に
は
効
力
は
及
ば
な
い
と
い
う
説
に
よ
れ
ば
、
善
意
取
得
者
は
、
そ
の
所
持
す
る
株
券
が
無
効
に
な
っ
た
以
上
、
自
己
の
善
意
取
得
に
よ
る
株
主
権
を
立
証
し
な
け
れ
ば
、
申
立
人
に
対
し
再
発
行
株
券
の
引
渡
を
講
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
私
は
後
説
を
妥
当
と
考
え
る
。
な
お
、
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九
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取
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〇
除
権
判
決
後
株
券
再
発
行
請
求
前
に
善
意
取
得
者
か
ら
名
義
書
換
の
請
求
が
あ
り
、
善
意
取
得
者
名
義
の
株
券
が
発
行
き
れ
た
と
き
は
、
申
立
人
は
、
も
は
や
株
券
の
再
発
行
請
求
は
で
き
ず
、
会
社
に
責
任
は
な
い
と
解
す
る
。
　
次
に
．
名
義
書
換
後
に
除
権
判
決
が
な
さ
れ
た
と
き
の
除
権
判
決
の
効
力
で
あ
る
が
、
名
義
書
換
に
よ
り
新
券
が
発
行
さ
れ
た
場
合
に
．
新
券
に
は
そ
の
効
力
が
及
ば
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
ほ
ぼ
一
致
を
み
て
い
る
が
．
旧
券
に
新
株
主
名
を
記
載
し
て
交
付
し
た
場
㌣
．
短
、
説
が
分
れ
る
．
私
は
．
こ
の
場
禽
も
法
律
上
は
新
株
券
で
あ
る
と
解
し
て
．
除
権
判
決
の
麹
力
は
こ
れ
に
及
ば
な
い
と
解
し
ね
い
．
陰
権
判
蟻
の
効
力
が
旧
株
券
を
利
用
し
た
ず
義
乳
推
後
の
株
券
に
も
及
ぶ
と
解
す
る
説
に
お
い
て
も
．
善
意
取
得
者
は
．
そ
れ
に
よ
与
橡
霞
権
を
失
う
と
い
う
説
と
失
わ
な
い
と
い
う
説
に
分
れ
る
が
．
前
説
に
は
賛
成
で
き
な
い
．
